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1. はじめに 

複合現実感（MR：Mixed Reality）におけるシースルー

ビジョンの研究では，遮蔽物によってユーザから直接視認

できない物体について，あたかも遮蔽物が透明化したかの

ように物体を視認できる技術が実現されつつある[1]．ここ

でシースルービジョンを実現するデバイスとして，タブレ

ット端末を想定する．シースルービジョンでは，遮蔽物の

裏ないし中にある視認したい物体（目的物体）がユーザか

ら見てどこにあるのかを，わかりやすく認知させることが

重要である．本研究では，タブレット端末とユーザ視点と

の位置関係がシースルービジョンの知覚に与える影響につ

いて基礎的検討を行う． 

2. 提示デバイスとユーザ視点との位置関係 

シースルービジョンでは，映像提示デバイスがユーザの

目と遮蔽物の間のどこかに存在する．図１(a) に映像提示

デバイスとユーザ視点との位置関係を示す．映像提示デバ

イスにタブレット端末を用いる場合，タブレット端末の携

え方として２通り考えられる． 

１つはユーザ視点に正対するようタブレット端末を把持

する HMD 式である（図 1(b)）．この方式を実現するため

には，世界に対する対物カメラの位置を求める必要がある．

タブレット端末に対してユーザ視点が動く場合はユーザ視

点のトラッキングも必要となるが，ここではユーザがタブ

レット端末を自分の体の正面に常に正対させて固定してい

るものとする． 

もう１つはタブレット端末を遮蔽物上に設置する覗窓式

である（図 1(c)）．この場合，対物カメラは用いず遮蔽物

の表面より奥の環境と目的物体については CG で描画する

ことになる．ユーザ視点はタブレット端末に対してある程

度動くのが自然であるため，ユーザ視点のトラッキングを

必要とする[2]．遮蔽物体上のタブレットの位置は何らか

    

図 1  シースルービジョンにおける映像提示デバイスと 

ユーザ視点の位置関係 

 

の方法で得られるものとする． 

3. ユーザの視覚に与える影響の比較・検討 

２つの方式を比較する上で，以下の３つの条件を設ける．  

A) 遮蔽物の大きさは建物の壁程度 

B) 遮蔽物と目的物体の位置関係は近距離 

C) 遮蔽物の表面はユーザに対して正対した平面 

  この３つの条件下で，HMD式では自由に動きながら目的

物体を観察することができるものとする．覗窓式の場合は，

目的物体を視認できるようタブレット端末を設置し，ユー

ザ視点を自由に動かしながら観察できるのもとする．覗窓

式では遮蔽物に設置したタブレット端末の位置から，目的

物体の位置の手がかりを受けることができる．本研究では

この２つの方式について，どちらが正確に遮蔽物の裏ない

し中にある目的物体の配置を認知できるか検討する．  
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